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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
喜
ぴ
申
し
上
、
ぜ
ま
す
。

平
素
は
、
町
行
政
の
各
般
に
わ
た

り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
経
済
情
勢
は
著
し
く
低
迷

し
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

も
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
社
会
保
障
制
度
の
改

革
、
地
域
間
競
争
を
促
す
地
方
分

権
の
時
代
に
突
入
な
ど
、
時
代
は

大
き
な
転
換
期
に
直
面
致
し
て
お

り
ま
す
。

重
信
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

2 広報しげのぶ

の
よ
う
な
国
の
動
向
と
時
代
の
潮

流
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
わ

が
町
に
適
し
た
事
業
を
選
択
し
、

健
全
財
政
を
確
保
し
な
が
ら
積
極

的
に
町
政
を
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
渉
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
総
合
公
園
に
隣

接
し
て
建
設
し
て
い
る
町
民
体
育

館
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
は
、
今

春
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
着
々
と
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
既

に
開
園
致
し
て
お
り
ま
す
ゲ
l
ト

ボ
l
ル
場
、
幼
児
広
場
、
水
辺
の

広
場
と
あ
わ
せ
、
お
気
軽
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

治樹和田

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
浄
化
槽
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
を
組

合
せ
、
地
域
に
適
合
し
た
事
業
を

選
択
し
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
図

っ
て
行
く
計
画
で
す
。
長
期
計
画

と
な
る
公
共
下
水
道
事
業
は
、
現

在
事
業
認
可
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新

庁
舎
は
、
見
奈
良
地
域
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
昨
年
十

一
月
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
春
に
は

五
階
建
の
機
能
的
な
庁
舎
が
完
成

す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
設
計
は
、
町
民
の
皆

様
の
利
便
性
を
基
本
理
念
と
し
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
か
ら
機
構
改
革
に
も
取
り
組

む
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
行

政
に
対
す
る
ニ

l
ズ
は
益
々
複
雑

多
様
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
計

画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
展
開

し

「
み
ど
り
と
文
化
の
ま
ち
」
づ

く
り
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
差
旧
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

重信町長

克
日
一

あ
おけ

ごめま
ざでし
いとて
まう

Eす
十

年

重
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
年
明
け
に
閉
幕
し
た
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選

手
が
大
活
躍
し
、
私
達
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
や
、

二
度
目
の
宇
宙
飛
行
に
挑
戦
し
た

向
井
千
秋
さ
ん
が
、
宇
宙
か
ら
き

わ
や
か
な
笑
顔
を
送
っ
て
く
れ
た

こ
と
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も

多
か
っ
た
反
面
、
経
済
界
に
お
い

て
は
、
長
び
く
不
況
の
中
、
金
融

機
関
の
破
た
ん
、
企
業
の
倒
産
と

い
っ
た
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
目
立
つ

3 

幾八高橋

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
昨
年

七
月
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
小
測

内
閣
で
は
、
景
気
回
復
を
内
閣
の

最
大
課
題
に
掲
げ
、
政
策
遂
行
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
景

気
も
遠
か
ら
ず
回
復
し
て
い
く
も

の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
五
月
に
は
、
来
島

大
橋
な
ど
の
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
」
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
四
国
の

離
島
性
が
さ
ら
に
大
き
く
改
善
さ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
本
州
と
の

経
済
、
文
化
等
の
交
流
拡
大
に
大

き
く
貢
献
し
て
く
れ
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

重
信
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
昨

〆
U
、
、
寸

O
L
--c
て
1
〈

Z
主

1
1
z
v《

重信町議会議長

年
十
一
月
に
は
新
庁
舎
建
築
の
起

工
式
が
行
わ
れ
、
現
在
、
建
築
の

槌
音
が
日
毎
響
い
て
お
り
、
作
業

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
五
階
建
て
で
、
延
床

面
積
六
O
八
二
2m
、
平
成
十
二
年

二
月
の
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
本
年
末
に
は
、
見
奈
良
地
区

に
そ
の
威
風
堂
々
と
し
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
重
信
町
民
体
育
館
は
、

本
年
三
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お

り
、
完
成
の
暁
に
は
町
民
の
ス
ポ

ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
親
し
ま
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
健
全

財
政
を
維
持
し
つ
つ
今
後
と
も
に

町
民
の
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
て

ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
十
年
度
重
信
町
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

保
育
士
若
干
名

臨
時
保
育
士
・
臨
時
教
諭
若
干
名

臨
時
給
食
婦
一
名

二
、
受
験
資
格

保
育
士

一
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、

地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の

欠
格
告
す
に
該
当
し
な
い
者

二
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
。

コ
一、

資
格
を
有
す
る
者
又
は
、

平
成
十
一
年
三
月
末
日
ま
で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
者
。

臨
時
保
育
士
・
臨
時
教
諭

一
、
資
格
を
有
す
る
者
又
は
、

平
成
十
一
年
三
月
末
日
ま
で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
者
。

臨
時
給
食
婦

四
十
歳
ま
で
で
、
健
康
な
方
。

三
、
試
験
日
時
・
場
所

平
成
十
一
年
二
月
中
旬

(
受
験
者
に
通
知
し
ま
す
。
)

重
信
町
町
民
会
館

四
、
試
験
内
容

保
育
士

教
養
試
験
(
初
級
)
・
作
文
・
面
接

臨
時
保
育
士
・
臨
時
教
諭
・

臨
時
給
食
婦

作
文
・
面
接

五
、
受
験
手
続

そ
れ
ぞ
れ
次
の
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
ま
で
提

出
し
て
下
さ
い
。

保
育
士

・
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

-
最
終
学
校
の
卒
業
(
見
込
み
)

証
明
書

-
資
格
又
は
免
許
(
見
込
み
)
証

明
書

臨
時
保
育
士
・
臨
時
教
諭

・
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

-
資
格
又
は
免
許
(
見
込
み
)
証

明
書

臨
時
給
食
婦

・
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

六
、
受
付
期
間

平
成
十
一
年
一
月
四
日
(
月
)
か

ら
一
月
二
十
五
日
(
月
)
ま
で
の

執
務
時
間
中
(
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
)

七
、
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課

人
事
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、ν

冨
九
六
四
1

二
O
O
一
向
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思
い
ま
し
た
。

(副
委
員
長

伊
賀
美
香
子
)
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一
新
奉
文
化
講
演
会
一

一

女

性

塾

一

変
わ
る
と
、
一
瞬
に
し
て
、
表
情
は

陰
か
ら
陽
へ
と
一
変
し
ま
し
た
。

こ
の
日
聞
か
れ
た
和
紙
人
形
教

室
で
、
皆
さ
ん
一
体
ず
つ
人
形
を
完

成
す
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
く

充
実
し
た

一
日

を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

人
形
作
り
は
計

三
日
間
続
き
ま

し
た
。で

き
上
が
っ

た
人
形
を
手
に
、

喜
び
に
満
ち
た

学
級
生
の
顔
が

次
々
と
現
れ
、

こ
の
講
座
を
行

っ
て
よ
か
っ
た
と

『神
仙
か
ら
来
た

乙
女
た
ち
』

|
中
国
・
朝
鮮

E

日
本
の
道
|

講

師

竹

田

美

喜

先

生

(
愛
大
非
常
勤
講
師
、

済
美
高
校
教
諭
)

日
時

二
月
十
四
日
制

午
後

一
時
土
一一時

場
所
町
民
会
館

第

一
・
二
研
修
室

※
入
場
無
料

た
だ
し
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
、
町
民
会
館
・
図
書

館
に
あ
り
ま
す
。

主
催
重
信
町
生
活
文
化
女
性
塾

詳
し
く
は
、
西
固
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

冨
九
六
四
|
三
八
九
九



び

び

練

aJII 

防

災

と

き

き

第
百
七
十
回
重
信
町
議
会

定
例
会
は
、
十
二
月
十
一
日

か
ら
十
六
日
ま
で
六
日
間
の

会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条

例
改
正
な
ど
二
十
一
議
案
が

提
出
さ
れ
、
十
四
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
、
決
算
認

定
議
案
七
件
は
特
別
委
員
会

で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
五
名
の
議

員
か
ら
福
祉
、
教
育
、
防
災

等
多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

。
老
人
福
祉
事
業

一
六
、
一

O
五
千
円

0

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

八
九
、
六
O
八
千
円

。
総
合
公
園
整
備
事
業

三
八
、
八
六
四
千
円

。
町
民
体
育
館
建
設
事
業

一
五
、
七
五
八
千
円

。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

五
回
、
一
五
四
千
円

。
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

。
農
業
集
落
排
水
事
業

一
五
、
七
二
O
千
円

。
条
例
改
正

。
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
等

。
農
村
総
合
整
備
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

牛
測
地
区
に
お
い
て
、
農

業
生
産
基
盤
並
び
に
生
活
環

境
基
盤
を
一
体
的
に
整
備
す

る
た
め
圃
場
整
備
等
の
工
事

を
行
う
も
の
で
す
。

。
県
営
土
地
改
良
事
業
(
上

林
地
区
)
に
伴
う
字
の
廃

止
に
つ
い
て

。
上
村
集
会
所
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
が
平
成
十
一
年
一
月

九
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

束
村
喜
代
文
氏
(
南
野
田
)
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

東
温
消
防
署
初
周
年
記
念
総
合
防
災
訓
練
開
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
日
ご
と
に
寒
さ
は

厳
し
く
な
り
、
火
を
使
、
つ
機
会
も

多
く
、
火
災
の
発
生
が
大
変
懸
念

さ
れ
る
季
節
で
す
。
寝
る
前
や
、

お
出
か
け
の
際
に
は
火
の
元
の
確

認
を
し
、
各
ご
家
庭
で
の
防
火
・

防
災
意
識
の
高
陽
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
併
せ
て
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

十

一
月一

一十
二
日
、
午
前
九

時
か
ら
東
温
消
防
等
事
務
組

合

・
重
信
町

・
川
内
町
の
主
催

に
よ
り
、
東
温
消
防
署
発
足
二

十
周
年
記
念
総
合
防
災
訓
練
が
、

横
河
原
の
重
信
川
河
川
敷
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
訓
練
は
二
部
に
構
成
さ
れ
、

第

一
部
は
台
風
に
よ
る
災
害
の

発
生
、
二
部
は
大
規
模
な
地
震

に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
と
の

想
定
の
も
と
、
陸
上
自
衛
隊
第

二
混
成
団
特
科
大
隊
、
愛
媛
県

防
災
航
空
事
務
所
、
松
山
南
警

察
署
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会

社
、
四
国
電
力
株
式
会
社
、
愛
媛

大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
両
町
医

療
救
護
班
、
田
窪
・
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
両
町
赤

十
字
奉
仕
回
、
川
内
生
コ
ン
株
式

会
社
、
両
町
消
防
団
、
南
吉
井

・

西
谷
・
東
谷
小
学
校
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
、
東
温
防
火
管
理
者
連
絡
協

議
会
の
参
加
に
よ
り
、
情
報
収

集
・
食
糧
供
給
・
(
電
話
、
電
力
)

施
設
応
急
復
旧
・
救
助
・
火
災
消

火
・
水
防
な
ど
の
総
合
的
な
訓
練

が
き
び
き
び
と
し
た
合
図
と
動
作

赤十字奉仕団による炊き出し訓練

負傷者救出訓練

広撃し424i5 
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療
養
費
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
、

費
用
の

一
部
が
あ
と
で
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
、

役
場
福
祉
課
へ
お
越
し
下
さ
い
。

「ーーーーーーーーーーーー一一一一・3

18*41 

診療内容の明細

書・領収書 ・印か

ん・保険証-申請請

求書

翠冨窃緊急のときや、やむをえな

い理由で保険証を持たずに治

療を受けた場合や、旅行先な

どで病気になり、国保を扱っ

ていない病院等で治療を受け

た場合の費用。

ta生血を輸血した場合の費用 } 

(第三者に限る)
三 匝股涯己~壷~o.I

医師の理白書力、

診断書・輸血用生

血液受領証明書・

血液提供者の領

収書・印かん・保険

証・申請請求書

自

'

d

F

，e
 

d

，‘ 
“ -， 

医師が治療上、マッサージ‘やはり、
きゅうを必要と認めたとき

震折やねんざなどで接骨院で
術を受けたとき*

「ーーーーーーーーーーーーーーー-，

.--間同臨事豆町姻 l
医師の同意書 ・明細 l

¥ご !な領収書印かん保 |

l険証申請請求書 I 
L_ーーーーーーーーーーーーーーー」

ζ 戸/

貴国保の取り扱いをしている場合は、一部負担金で施術を受けられます。

r-ーーーーーーーーーーー一ーー-，

: j~~ヨ圃~i'事唖a.'~I
i明細な領収書 .E日力、 i
iん保険証申 請 請 求 i
l書 I
L_ーーーーーーーーーーーーーーー」

※2月も年金相談を行う予定です。

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど

様
々
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

じ
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入
も

そ
の

一
つ
で
す
。
二
十
歳
と
同
時

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
も
大
切
な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中
心
に

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金

を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん
の
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
万

一
の

事
故
・
病
気
に
対
し
て
も
安
心
し

て
生
活
で
き
る
制
度
で
す
。

二
十
敢
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆

さ
ん
は

「年
金
な
ん
て
遠
い
将
来

の
こ
と
・:
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る

豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
『
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
、
そ
の
時
に

な
っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト晶、つノ。

1月15日、成人式当日は

町民会館において

20歳の年金相談を行います。

お気軽にご相談下さい。

コルセット等の補装異代金 〕
: ~E面ヨ剛胆語種a.'~I

l補装具をl必要とし i
iた医師の証明書 i 
i領収書印かん保 i
l険証・申請請求書 l 



日
時

一
一
月
十
日
附

午
後
一
時
一
二
十
分
土
二
時

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

場
所

内
容「

こ
れ
か
ら
の
生
活
は
、

防
げ
る
痴
呆
を
つ
く
ら
な
い
!
」

「
劇
団
よ
し
な
に
」
に
よ
る
寸
劇

監
督
松
山
記
念
病
院

医

師

山

本

芳

成

※
実
体
験
を
も
と
に
し
た
劇
で
す
勺

申
し
込
み
方
法

一
一
月
五
日
幽
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
(
事
前
に
申
し

込
ま
れ
た
方
の
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
)

広報しげ、のぶ7 

-R出
演
者
大
募
集
*

「
劇
団
よ
し
な
に
」
で
は
出
演
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
演
し
た

い
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
月

二
十
日
側
ま
で
に
、
保
健
婦
室
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
あ
た
ら
し
い

あ
な
た
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
直
通
電
話

置
九
六
四
i
四

一
七
O

ま
た
は

富
九
六
四
l
二
O
O
一
間

内
樫
三
・
二
一

二

「
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
入
が
い
ま
す
」

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を

い
の
ち
を
救
え
る
の
は
あ
な
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
(
ド

ナ
l
)
の
白
血
球
の
型

(
H
L
A
型
)

を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

一
致
す
る
確
率
は
兄
弟
姉
妹

間
で
四
人
に
一
人
、
そ
れ
以
外
で

は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人
と

ま
れ
な
た
め
、
ま
だ
多
く
の
患
者

さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な

い
で
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク
登
録

窓
口
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
二
十
歳
1
五
十
歳
ま

で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
先

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
薬
務
衛
生
課

窟
九
四
一
1

一
一
一
一
一

(
内
線
一
一
二
三
O
、一一一一一

一八
)

骨髄バンク登録窓口(県内) ※事前に予約をお願いしま式

施設名 |調設日| 問い合わせ先 | 電話番号

l t:l n~~rïl 西条市喜多川796-1
西条中央保健所|月曜日|IJJ_......I 保健企画課医療係)

今治市旭町1-4-9
10898-23-2500 

(健康増進課感染症対策係)I 
八幡浜市北浜1-3-37

(保健企画課医療係)

宇和島市天神町7-1

(保健企画課医療係)

松山市高岡町80-1 Innn n~円一…
愛媛県赤十字血液センター内 1VV-..I -..11 .... rvl  VV  

0897 -56-1300 

月曜日今治中央保健所

0894-22-4111 八幡浜中央保健所|火曜日
ロP

0895-22-5211 宇和島中央保健所|火曜日

月曜日
水曜日

愛媛県骨髄
データセンター

ドナー登録は、
腕からの採血検査です。

は
た
ち
の

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

-
/
1
1
2
/
お

「
あ
な
た
の

善
意
の
献
血
が

医
療
に
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
」

み
な
さ
ん
は
献
血
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

医
療
の
発
達
し
た
現
在
で
も
、

血
液
を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
病
気
や
け
が
の
治

療
に
必
要
と
さ
れ
る
輸
血
用
血
液

の
ほ
と
ん
ど
は
、
多
く
の
人
の
善

意
に
よ
る
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す。
緊
急
の
事
故
や
災
害
な
ど
が
起

こ
っ
た
と
き
、
即
座
に
輸
血
用
血

液
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
輸
血

用
血
液
を
常
時
確
保
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
二
月
は
一
年
の
う
ち

で
、
最
も
献
血
者
数
が
少
な
く
な

る
月
。
安
定
し
た
輸
血
用
血
液
を

供
給
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
こ
の
時

期
に
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

献
血
の
受
け
付
け
は
、
献
血
ル

ー
ム
や
血
液
セ
ン
タ
ー
、
移
動
採

血
車
で
行
っ
て
い
ま
す
。



広報しげのぶ 8 

平
成
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
附
か
ら
三

月
十
五
日
刊
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。所

得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
二

月

一
日
聞
か
ら
一
二
月
十
五
日
制
ま

で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
三
月
三
十
一
日
制
で
す
。

申
告
書
は

自
分
で
書
い
て
郵
送
で

税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
が
ご
自

分
で
申
告
書
が
作
成
で
き
る
よ
う
、

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申
告
書

の
書
き
方
」
な
ど
を
同
封
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
を
利
用
し
て
、
で
き
る

だ
け
自
分
で
計
算
し
、
申
告
書
(還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
含

む
。
)
を
最
後
ま
で
書
い
て
、
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
喜
用
紙
や
、

「
申
告
書
の
書

き
方
」
な
ど
は
、
税
務
署
の
ほ
か
、

役
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

町
県
民
税
申
告
相
談

町
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
十
年

中
の
所
得
を
平
成
十

一
年

一
月

一
日

に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に
申
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
三
月
十

五
日
刊
で
す
。

申
告
相
談
の
日
程
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
(
指
定
地
区
以
外
の
方
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。)

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1月の納税

町県民税第4期

国民健康保険税第7期

納税期限 2月1日(月)

町県民税申告相談日程表

相談日 指定地区 相談場所

19日 jへz 志津川

22 月 田窪北 重信町農村環境
2 23 火 田窪南 改善センター

月 24 水 見奈良

25 木 山之内 ・樋口
JA重信町

26 ノ1ヘz 横河原

月 西岡
北吉井支所

2 火 牛測
JA重信町

3 水 牛測団地・播磨台・野田

4 木 南野田 ・北野田
南吉井支所

3 5 ノ1ヘz 下林
JA重信町

月
8 月 上林

拝志支所
9 火 上村・拝志予備日

10 7Jく 予備日

11 木 (指定日に相談 重信町農村環境

12 金 できなかった人) 改善センター

15 月 予備日

午前9時~午後3時

主-

、... B
X
・
-
P

九
・・
♂

入

幽
-
P

唱
惨

事

9

9

9

bR
9
9
9
9
a
F
a
F

受付時間

年
金
を
支
払
っ
て
い
る
社
会

保
険
庁
で
は
、
受
給
者
全
員
に

対
し
て
、
前
年
に
支
払
っ
た
年

金
の
総
額
(
支
払
日
で
い
う
と
、

前
年
の
二
月
定
期
支
払
分
か
ら

今
年
の
一
月
随
時
支
払
分
ま

で
)
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除

の
内
容
等
を
記
載
し
た
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
般
収
票
」
を

一月一
二

十

一
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
っ

源
泉
徴
収
さ
れ
る
人
(
年
金

か
ら
税
金
を
差
し
引
か
れ
て
い

る
人
)
は
、
原
則
と
し
て
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払

者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
人
や
、
年

金
以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ

る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

源
泉
徴
収
に
お
い
て
は
、
控
除

(
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控



五韮以訟手記

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

募
集
し
た
「
中
学
生
の
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
で
、
重
信
中
学
校
三

年
の
井
上
る
い
さ
ん
の
作
品
が
、

松
山
税
務
署
管
内
で
は
最
高
の
日

本
税
務
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。管

内
の
中
学
校
三
一十
九
校
か
ら

三
千
五
百
四
編
の
応
募
が
あ
り
、

井
上
さ
ん
の
作
品
は
、
そ
の
頂
点

に
輝
い
た
も
の
で
、
町
か
ら
も
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
重
信
中

学
校
か
ら
は
こ
の
ほ
か
に
も
五
名

の
作
品
が
優
秀
作
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。井

上
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

9 

也市

Fv摂
也
市

rv翁
pr翁
pv
翁V
F

也市

Fr寝
静
静
也
市

F静
野
容
也
市

yr也市
4

・
9
也市

F
5
r
a
F
9
9
9治
vsr・
9
s
rpv容
担

割
!
 

"

税

金

を

考

え

る

井
上
る
い

m

，〆
也市
F

憲
法
第
三
十
条
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
納
税
の
義
し
た
。
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
扶
助
金
。
ど
う
し

担

割

務
」
。
私
達
の
周
り
に
は
、
消
費
税
、
所
得
税
と
、
い
て
こ
の
よ
う
な
困
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
も
っ
と

W

F
ろ
い
ろ
な
税
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
総
額
は
、
国
の
歳
税
金
が
使
わ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
人
々
の
豊
か
な

け

ザ

入
の
七
十
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
た
め
に
、
税
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

いれ

!
 

リ

税
金
は
私
達
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
土
台
と
な
う
か
。
自
分
達
の
税
が
、
充
実
し
た
生
活
の
た
め
に

甘

んかわ

っ
て
い
ま
す
o

ど
ん
な
に
立
派
な
建
物
で
も
、
土
台
ど
こ
か
で
使
わ
れ
る
事
は
、
も
っ
た
い
な
い
事
で
は

伊

換

が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
な
く
、
む
し
ろ
、
何
か
誇
ら
し
き
さ
え
感
じ
ま
す
。

魯
'

曾〆

激
で
倒
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
様
に
、
消
費
税
が
三
%
か
ら
五
%
に
な
り
、
私
も
最
初
は

晶F

9
私
達
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
中
で
、
豊
か
な
暮
ら
し

「消
費
税
反
対
!
」
と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
た
け
ど
、

4F

換

を
し
て
い
き
た
い
と
願
う
の
な
ら
ば
、
衝
激
に
も
耐
最
近
よ
う
や
く
、
税
率
を
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

脅
'

換

え
ら
れ
る
位
の
、
し
っ
か
り
と
し
た
税
の
土
台
を
築
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
い
う
事

9
・

!
 

J

リ
ド
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
よ
く
聞
か
れ
る
高

れd

一η

!
 

一ぺ

私
は
こ
の
夏
、
神
戸
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
神
戸
齢
化
。
高
齢
化
が
進
め
ば
、
自
然
と
福
祉
施
設
の
需

予

釈

は
、
あ
の
阪
神
大
震
災
で
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
要
や
医
療
費
が
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
税
の
負
担

割

晶伊

都
市
で
す
。
し
か
し
、
駅
を
降
り
た
私
の
目
の
前
に
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

翁F

F
広
が
っ
て
い
た
の
は
、
巨
大
な
ピ
ル
と
、
に
ぎ
や
か
そ
の
高
齢
化
社
会
を
担
っ
て
い
く
の
は
私
達
自
身
で

沿P

R
に
人
が
行
き
交
う
神
戸
で
し
た
。
震
災
の
事
は
、
決
す
。
そ
の
時
の
、
私
達
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、

9r

摂

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
事
で
す
が
、
神
戸
は
震
災
今
、
税
率
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

予

告

の
傷
跡
を
私
に
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
、
税
は
、
い
わ
ば
、
天
び
ん
の
様
な
も
の
で
し
ょ
う

M
I

げ

何
故
、
街
が
こ
こ
ま
で
復
旧
出
来
た
の
で
し
ょ
う
。

か
。
私
達
の
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
と
つ
り
合
っ
て

利

付

壊
れ
た
道
路
を
直
す
た
め
に
、
建
物
を
元
通
り
に
す
い
る
の
で
す
o

中
に
は
、
本
当
に
正
し
く
税
金
が
使

利

引

る
た
め
に
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

わ
れ
て
い
る
の
か
疑
い
た
く
な
る
様
な
ニ
ュ
ー
ス
も

担

割
・
国
の
力
と
、
た
く
さ
ん
の
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
を
支
え
て
く
れ
る

翁F

9
人
々
の
強
さ
と
、
そ
し
て
税
金
で
、
今
の
神
戸
が
つ
の
は
紛
れ
も
な
く
税
金
。
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
と

4F

辞

く
ら
れ
た
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

信
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
未
来
の
社
会
人
と
し
て
、

9

9

し
か
し
、
今
で
も
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
た
り
、
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
し
っ
か
り
と

O

F
そ
の
他
、
日
本
に
は
、
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
て
い
し
た
税
の
土
台
を
築
く
た
め
に
、
税
を
納
め
、
税
を

け

け

な
い
人
々
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
o

私
は
こ
の
前
、
生
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

配一

a
三A
V〆

t
r一
活
保
護
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、
驚
き
ま

摂

4
F
9
9
5
r
5
F
5
F
9
9・
9
4
F
担

割

9
4
F
割
合
F5F4pv也市
F晶F
V
治

V
・翁

pv也市川
〆
静
也
市

F
9
4
F
R
事
翁

pr

除
等
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
に
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
税

額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
り
、

新
た
に
必
要
な
と
き
に
は
、
再

発
行
で
き
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
再
発
行
申
請
の
用
紙

又
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
年
金
証
書
の
記
号

番
号
及
ぴ
使
用
目
的
を
記
入
し

て
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
送
っ
て
下
さ
い
。

(
平
成
人
、
九
年
度
の
「
源
泉
徴

収
票
」
の
再
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
)
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イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
へ

イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
こ
と
(
見
た

こ
と
・
聞
い
た
こ
と
・
感
じ
た
こ

と
)
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と

(
想
起
し
表
現
す
る
)
で
、
痴
呆
が

防
げ
る
と
識
者
は
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
文
章
教
室

で
、
表
現
す
る
練
習
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
だ
、
若
干
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
。

日
時
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所
町
民
会
館
婦
人
室

連
絡
先
富
九
六
回
|
八
六
七
二

(
高
橋
久
枝
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

富
九
六
四

l
一
五
0
0
刊

⑤
九
六
四
|
五
O
二
五

昨
年

一
月
に
発
足
し
、
現
在
五

名
の
会
員
が
月
一
回
会
を
聞
い
て

い
ま
す
c

連
句
は
芭
蕉
に
よ
っ
て
確
立
し

た
座
の
文
芸
で
す
。
総
停
(
後
に

こ
れ
が
独
立
し
て
俳
句
)
に
始
ま

り
、
挙
句
で
終
わ
る
問
、
五
七
五

の
句
と
七
七
の
句
を
二
人
以
上
の

人
が
交
互
に
詠
み
続
け
、
三
十
六

句
で
完
結
す
る
の
が
「
歌
仙
」
で
す
。

日
時
毎
月
第
二
日
曜
日

午
後
一
時
1

場
所
町
民
会
館
婦
人
室

会

費

無

料

連
絡
先

冨
九
六
四
i
七
一
六
八

(
青
野
竜
斗
)

麦
を
育
て
た

農
具
た
ち
展

重
信
町
上
村
で
は
、
昨
年
か

ら
「
道
後
平
野
麦
ま
つ
り
」
を
、

五
月
三
日
、
「
か
す
み
の
森
公
園
」

で
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
稲
栽
培
の
陰
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
麦
を
育
て
た

農
具
に
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま

し
た
。重

信
最
後
の
鍛
冶
の
名
人
宮

田
さ
ん
の
麦
刈
り
鎌
、
人
と
牛

の
交
流
を
物
語
る
鉱
た
ち
。

工
夫
と
智
恵
を
知
る
展
示
で

す。25 1 -
1月

31 4の
-休
11館岡

田
15 

17 

18 
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広報以f(l)ぶ

二
百
ミ
リ
天
体
望
遠
鏡
で
星
の

観
測
を
し
ま
す
。
天
気
が
悪
い
場

合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
そ
の

日
の
星
空
な
ど
を
投
影
し
、
解
説

し
ま
す
。

テ
l
マ
糸
、
の
星
空
I

日
時

一
月
十
八
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所
図
書
館
四
階

天
体
観
測
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

福
田
英
利
先
生

受

講

料

無

料

※
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
方
は

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

11 

実
行
委
員
募
集

し
げ
の
ぶ
国
際
音
楽
の
日
実
行

委
員
会
で
は
、
実
行
委
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

生
の
演
奏
を
聴
き
た
い
方
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
好
き
な
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
こ
の
催
し
に
賛
同
さ
れ

る
方
は
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
緒
に
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

し
げ
の
ぶ
国
際
音
楽
の
日
実
行
委

員
会
(
重
信
町
民
会
館
内
)

冨
九
六
四
一
五
0
0

重
信
お
や
こ
劇
場

こ
の
お
芝
居
の
主
人
公
は
パ

パ
!
パ
パ
は
、
い
つ
も
仕
事
で

忙
し
い
。
引
っ
越
し
の
日
に
も
会

杜
に
行
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
迷

子
に
な
っ
た
お
か
げ
で
い
ろ
ん
な

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

ゆ
か
い
な
パ
パ
の
、
ち
ょ
っ
と

ほ
ろ
苦
く
て
ス
テ
キ
な
面
白
い
お

芝
居
で
す
。
歌
と
音
楽
が
い
っ
ぱ

い
で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
楽

し
め
る
お
芝
居
で
す
。
ど
う
ぞ
パ

パ
と
一
緒
に
見
に
き
て
下
さ
い
。

日
時
一
月
十
七
日
佃

午
後
一
時
三
十
分

場
所
重
信
幼
稚
園

連
絡
先
富
九
六
回
|
六
九
二
ニ

一
一
月
六
日
出
1
八
日
間

午
前
九
時
1
午
後
五
時

場
所
町
民
会
館
玄
関
ロ
ピ

l

入

場

料

無

料

主
催
重
信
町
文
化
協
会
華
道
部

後
援
重
信
町
文
化
協
会

日
時

-ナンテン

四
国
の
み
ち
(
四
国
自
然
歩
道
)

は
全
長
一
五
四
五
・
六
回
の
長
距

離
自
然
歩
道
で
す
。
起
点
は
徳
島

県
鳴
門
市
、
終
点
は
徳
島
県
板
野

郡
板
野
町
。
四
国
霊
場
や
、
各
地

に
点
在
す
る
身
近
な
自
然
や
歴
史

に
親
し
み
な
が
ら
、
歩
い
て
四
国

を
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
県
の
全
コ

i
ス
を
踏
破
し
た

方
に
は
、
踏
破
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

四
国
の
全
体
図
と
県
内
各
コ
ー

ス
の
地
図
が
町
民
会
館
に
あ
り
ま

す
の
で
、
歩
い
て
み
よ
う
と
思
う

方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
越
し

下
さ
い
。

北三方ヶ森への道
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本
年
度
も
読
書
週
間
記
念
事
業

と
し
て
、
感
想
文
を
募
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
特
選
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

。
拝
志
小
学
校

・
松
下
亜
里
沙
(
二
年
)

「大
す
き
な
ザ
リ
ガ
三

O
北
吉
井
小
学
校

-
今
野
雅
隆
(
四
年
)

「
ミ
ナ
ク
ロ
!
と
公
平
じ
い
さ

ん
」を
読
ん
で

。
重
信
中
学
校

・
佐
伯
佳
菜
子
(
一
年
)

「
ハ
イ
、
ま
ず
私
か
ら
」

今
回
は
、
松
下
さ
ん
の
感
想
丈
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

言 奇
士ザき
互リな
ガ松

下
あ
り
さ

「
つ
よ
そ
う
な
ハ
サ
ミ
。
」

コ
」
っ
ち
、
む
い
て
る
よ
。
」

朝
、
掌
枝
へ
行
く
と
、
み
ん
な
、

ワ
イ
ワ
イ
言
っ
て
い
ま
し
た
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ザ
リ
ガ
ニ

が
い
た
の
で
す
。
わ
た
し
は
、

こ
れ
ま
で
、
本
で
し
か
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
の
ま
え

の
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
と
っ
て
も
か

っ
こ
よ
く
て
、
い
っ
ぺ
ん
で
大

す
き
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

わ
た
し
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
せ
わ

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
、
あ
の
大
き
な
ハ

サ
ミ
が
こ
わ
く
て
、
な
か
な
か

さ
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

大
す
き
な
ザ
リ
ガ
こ
の
た
め
だ

と
思
い
、
ゅ
う
き
を
出
し
て
水

か
え
を
し
ま
し
た
。
工
サ
の
に

ぼ
し
も
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
ザ
リ
ガ
ニ
に
よ
ろ
こ
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
足
あ
ら
い
揚

に
水
を
た
め
、
さ
ん
ぼ
も
し
て

あ
げ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
ま
い
日
、
掌
校

へ
行
く
の
が
、
楽
し
み
で
し
た
。

あ
る
日
、
友
だ
ち
が
、

「
ザ
リ
ガ
ニ
っ
て
、
だ
っ
ぴ
す
る

ん
ぞ
。
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
ど
う
し
て
だ
っ
び
す
る

の
か
、
ふ
し
ぎ
に
患
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
図
書
し
つ
へ
行
っ
て
、

「
ザ
リ
ガ
ニ
」
の
本
を
読
ん
で
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ザ
リ
ガ
ニ
は
、
き
ゅ
う
く
つ

な
か
ら
を
、
な
ん
ど
も
な
ん
ど

も
ぬ
い
で
、
大
き
く
な
っ
て
い

く
ん
だ
そ
う
で
す
。
せ
な
か
が

わ
れ
て
、
だ
っ
び
を
す
る
そ
う

で
す
。ま

た
、
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
じ
ぶ

ん
の
か
ら
だ
よ
り
、
大
き
な
さ

か
な
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
う
ほ
う
は
、

大
き
な
は
さ
み
で
、
さ
か
な
を

お
さ
え
て
、
小
さ
な
は
さ
み
で
、

ち
ぎ
っ
て
食
べ
ま
す
。
大
き
な

は
さ
み
の
ほ
か
に
、
小
さ
な
は

さ
み
が
四
つ
も
あ
る
こ
と
も
、

は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
つ
ぎ
の
日
に
、

ザ
リ
ガ
ニ
の
お
な
か
を
男
て
み

る
と
、
四
つ
の
ハ
サ
ミ
を
、
ぐ

に
ゆ
ぐ
に
ゅ
う
ご
か
し
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
ザ
リ
ガ
ニ

の
こ
と
が
わ
か
つ
て
、
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
、
ハ
サ
ミ
は
、
ほ
か

に
も
し
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
か
ら
だ
を
そ
う
じ
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ゃ
く

わ
り
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。ほ

か
に
も
、
大
き
な
ハ
サ
ミ

が
ち
ぎ
れ
て
も
、
あ
と
か
ら
、

小
さ
な
ハ
サ
ミ
が
、
は
え
て
く

る
こ
と
や
、
口
の
上
に
あ
る
あ

芯
か
ら
、
お
し
つ
こ
を
す
る
こ

と
。
た
ま
ご
を
石
の
す
き
ま
に
、

う
む
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

大
す
き
な
ザ
リ
ガ
ニ
の
ひ
み

つ
が
、
だ
ん
だ
ん
わ
か
つ
て
く

る
と
、
よ
け
い
に
、
ザ
リ
ガ
ニ

が
す
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
、
じ
ぶ
ん
の
い
え

で
も
、
か
つ
て
そ
だ
て
て
み
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
た
ま
ご
を

う
ま
せ
た
り
、
大
き
な
さ
か
な

を
え
さ
に
し
た
り
し
て
、
本
を

読
ん
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
じ

ぶ
ん
の
目
で
た
し
か
め
て
み
た

い
で
す
。

つ
り
ざ
お
に
、
に
ぼ
し
を
つ

け
て
、
お
と
う
さ
ん
を
さ
そ
っ

て
、
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
に
、
行
き

た
い
な
。

審
査
員
講
評

書
き
始
め
に
、
ザ
リ
ガ
ニ
と
の
出

会
い
を
会
話
丈
で
表
現
し
、
読
む

人
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
を
読
ん
で
知
っ
た
こ

と
だ
け
を
書
く
の
で
は
な
く
、
そ

れ
を
自
分
た
ち
が
飼
っ
て
い
る
ザ

リ
ガ
ニ
で
、
た
し
か
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
こ
と
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
ザ
リ
ガ
ニ
が
好

き
に
な
っ
た
自
分
の
気
持
ち
を
理

由
を
つ
け
て
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
に

「
つ
り
ざ
お
に
、
に
ほ

し
を
つ
け
て
、
お
と
う
さ
ん
を
さ

そ
っ
て
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
に
行
き
た

い
な
」
と
い
う
し
め
く
く
り
の
文

が
い
い
で
す
。

こ
の
感
想
文
は
、
順
序
よ
く
、

し
か
も
具
体
的
に
、
そ
し
て
、
自

分
が
知
り
得
た
こ
と
や
感
想
を
、

分
か
り
よ
く
書
い
て
い
ま
す
。

図
書
寄
贈
(
お
礼
)

寄
贈
図
書
に
つ
い
て

次
の
方
々
よ
り
図
書
を
寄
贈

下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

・
高
市
則
秋
・
重
松
五口生
一子
・

吉
田
寿
・
森
豊
和
.
藤
岡
英
雄

・
西
原
み
ゆ
き
.
古
田
文
子
・

今
野
敏
伸
.
野
口
澄
子
・
松
原

恵
子
.
浜
田
洋
文
・
和
田
紀
久

恵
.
橘
茂
喜
・
藤
岡
英
夫
・
大

西
篤
・
越
智

一
裕
・
森
田
栄
子



知
っ
て
い
ま
す
か

「
国
際
人
権
規
約
」

二
十
世
紀
は
、
戦
争
の
世
紀
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
始
ま
り
、

五
千
万
人
あ
る
い
は
六
千
万
人
の

死
者
を
だ
し
た
第
二
次
世
界
大
戦

の
惨
禍
は
、
私
た
ち
人
類
に
大
き

な
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
を
反
省
し
、
二
度
と

戦
争
の
愚
か
さ
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
を
理
想
に
定
め
ら
れ
た
の
が
、

一
九
四
八
(
昭
和
幻
)
年
十
二
月
十

日
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人

権
宣
言
」
で
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
戦
争
の
反
省

が
、
人
権
と
い
う
名
の
つ
い
た
宣

言
を
生
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
多
く

の
人
々
は
軍
人
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
、
女
性
と
い

っ
た
非
戦
闘
要
員
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

13 広報しげ、のぶ

こ
う
い
っ
た
現
実
を
考
え
る
と
、

「
戦
争
こ
そ
最
大
の
人
権
侵
害
」
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ

の
こ
と
が
、
人
権
宣
言
を
生
み
だ

し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

世
界
平
和
宣
言
で
な
く
世
界
人

権
宣
言
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
宣

言
の
全
て
を
表
し
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
宣
言
は

あ
く
ま
で
も
理
想
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
具
体
化
し
、
法
的
拘
束
力
を

も
た
せ
た
の
が
、
一
九
六
六
(
昭
和

制
)
年
十
二
月
に
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
、
翌
年
三
月
に
発
効
し
た
「
国

際
人
権
規
約
」
で
す
。

こ
の
規
約
は
、
「
人
権
に
関
す

る
世
界
の
憲
法
」
と
さ
え
呼
ば
れ

て
い
る
大
切
な
条
約
で
す
。

日
本
は
一
九
七
九
(
昭
和
日
)
年
に

批
准
し
九
月
二
十
一
日
に
発
効
し

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
、
日
本
国
憲
法

が
施
行
さ
れ
た
一
九
四
七
(
昭
和
辺
)

年
五
月
三
日
と
と
も
に
、
日
本
に
お

け
る
人
権
擁
護
の
歴
史
上
、
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
世
界
人
権
宣
言
と
国
際
人

権
規
約
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
、
「
国
際

人
権
章
典
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
勺

国
際
人
権
規
約
は
、
「
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
」
(
A
規

約
)
、
主
と
し
て
働
く
権
利
や
教
育

を
受
け
る
権
利
な
ど
の
社
会
権
(
生

存
権
)
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権

利
」

(
B
規
約
)
、
主
と
し
て
言
論
・

出
版
の
自
由
、
不
当
に
逮
捕
さ
れ

な
い
権
利
、
公
正
な
裁
判
を
受
け

る
権
利
な
ど
の
自
由
権
、
個
人
が

国
家
の
人
権
侵
害
を
訴
え
る
権
利

を
定
め
た
「
選
択
議
定
書
」
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

人
権
条
約
と
い
う
と
大
変
む
ず

か
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
今

日
、
私
た
ち
が
手
に
す
る
こ
と
の

で
き
る
最
も
新
し
い
人
権
に
関
す

る
基
準
(
も
の
さ
し
)
な
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
人
権
を
守
る
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
内
問
題
で
あ

り
、
他
の
国
が
と
や
か
く
言
う
こ
と

は
、
内
政
干
渉
と
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
条
約
の
意
義
の
一
つ
は
、

国
際
連
帯
の
下
で
、
す
べ
て
の
国
の

す
べ
て
の
人
の
人
権
を
守
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
点
で
す
。
現
在
、
国

際
社
会
は
、
人
権
問
題
を
国
際
的

関
心
事
項
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

を
生
み
だ
し
て
お
り
、
そ
の
有
力
な

手
だ
て
が
こ
の
国
際
人
権
規
約
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
日
、
世
界
は
急
速
に
国
際
化

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
際

化
時
代
に
は
、
国
際
人
権
規
約
は
、

世
界
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共
通
の
基
準

と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
っ
と
菩
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

家
庭
行
事
の
復
活
で
父
親
の
影
響
力
増
大
を

去
年
の
暮
れ
の
あ
る
朝
、
我
が
日
常
的
な
こ
と
は
、
一
挙
に
は
改

家
の
近
く
の
広
場
か
ら
、
大
勢
の
善
し
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
れ
よ

子
供
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
り
も
、
年
に
何
度
か
、
あ
る
機
会

ま
し
た
。
垣
根
ご
し
に
の
ぞ
い
て
を
と
ら
え
て
、
父
親
の
存
在
を
子

み
ま
す
と
、
数
名
の

P
T
A
の
役
供
た
ち
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
か
ら

員
さ
ん
が
地
区
の
子
供
た
ち
を
集
出
発
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

め
て
、
亥
の
子
の
壬
果
ぼ
て
ヘ
つ
く
明
日
が
七
夕
だ
。
タ
方
、
ど
こ

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
か
か
ら
笹
を
工
面
し
、
庭
先
に
杭

亥
の
子
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
を
打
っ
て
そ
れ
を
立
て
る
。
翌
朝
、

て
非
常
に
楽
し
い
地
域
行
事
の
一
稲
の
葉
先
や
里
芋
の
葉
か
ら
朝
露

つ
で
す
。
そ
の
行
事
に

P
T
A
が
を
集
め
て
き
て
準
備
を
終
え
る
。

地
域
活
動
の

一
つ
と
し
て
力
を
入
私
た
ち
が
幼
い
頃
、
父
親
の
役
目

れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
子
供
た
は
そ
こ
ま
で
で
し
た
。
あ
と
は
、

ち
の
健
全
育
成
を
願
う
役
員
さ
ん
母
親
を
含
め
て
多
く
の
き
ょ
う
だ

方
の
苦
労
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
い
た
ち
が
、
楽
し
く
短
冊
に
そ
れ

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ぞ
れ
の
願
い
を
書
き
、
笹
に
飾
つ

し
か
し
、
同
時
に
私
の
頭
を
よ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
父
親
は
、

ぎ
っ
た
の
は
、
子
供
た
ち
の
父
親
一
緒
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
短
冊
書

は
ど
う
し
て
い
る
の
、
だ
ろ
う
と
い
き
を
し
な
く
て
も
、
そ
の
存
在
は

う
こ
と
で
し
た
。
父
親
の
出
番
の
大
き
い
も
の
で
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
の
か
と
。
家
庭
行
事
を
復
活
さ
せ
ま
し
ょ

父
親
の
子
育
て
参
/
加
が
叫
ば
れ
う
。
そ
こ
に
は
必
ず
父
親
の
役
割

て
い
ま
す
。
家
族
一
緒
に
食
事
を
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
子
供
た
ち

と
か
、
子
供
と
遊
ぶ
機
会
を
と
か
は
父
親
の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
す
る
の
で
す
。

『
声
か
け
運
動
』
を
続
け
ま
し
ょ
う
。



Information 

下記の業者を1月1日付けで重信

町給水装置工事業者に追加指定し

たので、お知らせします。

①株式会社平和設備

松山市平和通5丁目 1番20

冨945-6017

②有限会社松山水道工業所

松山市和泉北2丁目5番27号

富943-0643

重信まごころ銀行に次の方から

金一封を寄付下さいました。温か

い善意ありがとうございます。

〈一般寄付〉

ウタラハウス

〈香典返し〉

千葉リキ子(牛測)

亡夫・隆造

大塚忠雄(西岡)

亡妻・洋子

八塚長規(北野田)

亡妻 ・房子

(敬称略)

竹内明 (野田1丁目)

亡妻 ・妃都美

森勝(上 林 )

亡母・サワミ

和田耕一(樋口)

亡妻 ・良子

国民金融公庫では、高校、短大、

大学、専修学校等への入学費用や、

在学中の授業料などの費用を融資

する「国の教育ローンjの申込を

受付中です。利率は年2.5%から

年2.3%に引き下げとなり、さら

にご利用しやすくなりました。

ご融資額 学生・生徒おq以人内につき
200万円

手リ 率 (平年成2130年%11(固月定10金日利現)在)

ご返済期間 8年以内

据置期間 在学期間以内で元金据置可能。

保 ~iE (財ま)た教は育保資証金人融(資1名保以証上基)金

※6ヵ月間以上の海外留学資金も

対象となります。

問い合わせ先

国民金融公庫松山支庖

富941-6148

日書副司君主]l : 
• • :;放送大学をご存知ですか : 
. 全国の18-90歳代までの ・
L 約7万人が学ぶ大学です .

・4砂放送大学は、テレビ・ラジオで大 ・

: 学教育をおこなっている正規の通 :

・ 信制4年制大学です。興味や目的 ・

: に応じて1科目から学べるほか、 :
. 所定の単位を修得し、卒業すると

ー 学士(教養)の学位も取得できますo

-放送大学の授業を覗いてみませんか?

・4砂授業は広い範囲をカバーしてお

: り、人丈社会・自然等の分野の約

・ 320科目を用意しています。

:・授業は今すぐにご自宅で視聴でき
. ます。~放送大学の授業は全国

・ 放送です~

: o衛星放送(スカイパーフェクTV!) • 
・ を利用して、全国放送開始! ・

: o授業放送は無料放送です。受信 :

・ に必要なアンテナ等を準備して ・

? いただければ、自由に視聴できま ? 
ー す。(視聴契約や受信料は不要) ー
・ 0スカイパーフェクTV!のTVは ・

: 205、ラジオは500チャンネルで :

・ 放送中です。 .

:学生になってみませんか? : 

・.学生の種類 . 

• 0興味のある科目だけ学習する… ・

ー 科目履修生(半年間)と選科履修 :

・ 生(I年間) ・

: o大学卒業を目指す・・全科履修生 :

・ (最長で10年間在籍できます。) ・

: ※入学試験はありません。 18歳以上 :

. であればどなたでも入学できます。 .

..現在、全国の130の大学・短大が放 ・

: 送大学の授業科目を利用しています。 : 

・ 〈学生募集のお知らせ>~入学のチャ ・
:ンスは年2回(4月と10月) : 

・募集期間 (4月入学生):平成11年2月 ・

• 15日まで ' 
ー資料・募集要項は、下記までご請求 ー
・ ください。無料でお送りいたします。 .

:放送大学愛媛学習センタ一 : 

. 干7乃9Cふド凶ο伺82笥6 松山市丈京町3 • 

: (愛媛大学内) : 
. 冨O伺89引(9児23幻)8白54判4 FAX089(伶9幻)8479 • ..由 一凶 .

: i狙雄-t-J川J山J川川~，川'l'リ枇，此l::~~，

. 平成1叩O年1吃2月1叩O日現在 . 

: | 11 ;本本年 |昨年比| : 

. 発生 111，273剖1+3お8 .

: l死者 11 15引|一 4| : 

. 傷者 11川1，5臼681+861 ・
(松山南警察署管内) . 

:平成11年の事故防止重点3施策 : 

・ ・高齢者事故の防止 ・

: ・夜間事故の防止 : 

・ ・シートベルトの着用 ・

平成10年11月か5

公庫融資制度が改善されました

①融資金利の大幅な引下げ

②公庫融資率80%超の対象となる

方の追加収入合算が可能

③融資額の大幅な増額

生活空間倍増緊急加算の創設

リフォームローンの融資額の引

上げ

④中古住宅の経過年数要件の緩和

⑤都市居住再生融資の創設

返済が困難な方に対しては

返済条件が変更できます
平成10年12月1日tめから平成12

年3月31日まで、返済が著しく困

難な方について、家計の実情等に

応じ、次の措置をとります。今後

の支払いに懸念のある方は、早め

に当公庫支庖(冨087-825-0511)ま

たは返済中の金融機関にご相談く

ださい 0

・返済期聞を最長10年間延長
します。

対象となる方(次の①~③のすべ

てに該当する方)

①最近の不況による倒産などの勤

務先等の事情により返済が困難

になられた方

②収入倍率(年収/年間総返済額)

が4倍以下、または収入月額が

世帯人員 X64，000円以下の方

③返済条件を変更することで、今

後の返済が継続できる方

(注)返済期間の延長及び据置期間

の設定をいたしますと毎月の返

済額は減少しますが、総返済額

は増加します。

ご返済中の金融機関にて、受付を

します。

問い合わせ先

住宅金融公庫四国支庖サービス

相談課(冨087-825-0511)又は

「住宅金融公庫業務取扱庖」と表

示している金融機関まで。
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今
年
も
、
県
道
美
川
松
山
線
の
上
林
入
り
口
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
門
松

(
高
さ
約
三

?m)
が
登
場
し
ま
し
た
。

帰
省
さ
れ
る
方
を
温
か
く
迎
え
、
ま
た
、
お
正
月
気
分
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
地
元
の
方
が
一
日
が
か
り
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

ω
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
(
喜
六
)
、
昼
と
は
ま
た
違
っ
た
顔
を
見

込
-
せ
て
く
れ
ま
す
。

川
バ

一
月
十
四
日
ま
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

且

7
Kり帰お十

二
月
十
六
日
、
南
吉
井
第
二
保

育
所
の
園
児
十
二
人
が
知
的
障
害
児

通
園
施
設
「
ひ
ま
わ
り
園
」
(
松
山
市

水
泥
町
)
を
訪
ね
、
園
児
同
志
の
交

9

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-Rew

こ
の
交
流
は
、
第
二
保
育
所
の
園
児

民
防

は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
弱
い
立
場

匂

ω

の
人
達
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
育

内
X

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
方
、
ひ
ま
わ

I

t

り
園
の
園
児
は
、
活
動
の
広
が
り
を
持

川
・

ち
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

自
問

二
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

h
v

こ
の
日
は
、
一
緒
に
砂
場
遊
び
を

ar

し
た
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ん
だ
り
、

仲
良
く
元
気
に
外
で
遊
び
ま
し
た
。

一
一
ヶ
月
に
一
度
交
流
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
交
流
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
園
児
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
勺

E 

大

在

す

受

年

に

昨
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
五
十

島
区

周
年
に
当
た
る
年
で
し
た
。

ト
ド

法
務
省
で
は
、
そ
の
意
義
と
重

.

要
性
を
広
く
訴
え
る
た
め
、
十
一

識

月
末
か
ら
全
国
キ
ヤ
ン
ベ

l
ン
を

膚
砂

展
開
し
ま
し
た
c

↓
コ

県
内
で
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

酌
す

わ
れ
、
重
信
町
に
は
十
二
月
一
日
、

付
阿

国
際
連
合
人
権
高
等
弁
務
官
か
ら

t
m
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た

0

61
ま
た
、
署
名
旗
に
署
名
し
、
人

E
F
権
を
推
進
・
擁
護
し
、
さ
ら
に
深

他

め
て
い
く
た
め
に
、
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
街
路

樹
や
建
物
に
イ
ル
ミ
、
不
l
シ
ヨ
ン
が

ー

ほ
ど
こ
さ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ム
l
ド

四

一
色
に
な
り
ま
す
。

HJF

町
内
で
も
、
愛
媛
大
学
医
学
部
、

ツ

伊
予
鉄
道
横
河
原
駅
前
広
場
、
ま

'
1

た
、
樋
口
・
士
、
雀
川
・
上
村
・
下
林
に
、

三

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
ジ
ャ
ン

H
d

ボ
ツ
リ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

司
J

ま
た
、
最
近
で
は
、
個
人
の
家
で
も

ン

庭
木
に
電
飾
し
て
い
る
の
を
よ
く
見

マ

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
(
写
真
)
ロ

寒
い
中
、
道
行
く
人
達
に
も
暖
か
さ

を
与
、
え
て
く
れ
て
い
る
よ
、
つ
で
し
た
。

ー.'
ιー

利

ヲ"、
<-) 

据

イ呆

，r
、d

乍
J

J

J

s

・、
E
ト
ト
ト

※
対
間

今
年
は
う
さ
ぎ
が
主
彼

「
今
年
は
私
達
か
わ
い
い
う

さ
ぎ
が
主
役
だ
よ
。
私
達
は
、

七
年
前
に
南
吉
井
小
学
校
で
生

ま
れ
て
こ
こ
上
林
小
学
校
に
引

っ
越
し
て
き
た
よ
。
毎
年
、
四

年
生
の
み
ん
な
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
占
永
か
ら
い

ろ
ん
な
葉
つ
ば
を
持
っ
て
き
て

食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
し
、
部
屋

も
き
れ
い
に
そ
う
じ
し
て
く
れ

る
よ
。
上
林
の
冬
は
と
て
も
寒

い
け
ど
、
み
ん
な
よ
く
面
倒
を

見
て
く
れ
る
か
ら
、
元
気
で
い

る
よ
。
私
達
の
他
に
茶
色
の
野

う
さ
ぎ
が
二
羽
と
に
わ
と
り
も

い
て
、
こ
こ
は
と
て
も
に
ぎ
や

か
だ
よ
。
」

(
表
紙
写
真
関
連
)



行〉

見在

-2) 

-2) 

士0)

ー2)

戸籍の窓 (12月10固までの届出分)

Happy Birthday お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

企j商3歳 (H8.1.4生)
しおり

藤田詩央里ちゃん(樋口)

r4FltfS帥稽~12ね。 Eくされσ)$右l重

ちつくって元軍(2丈きく窓ってね。J
(父・正志母，震由子)

満3歳までのお子様を募集しますl..r、/¥J、J、JヘJ内、f¥ノ、ノ¥ノ、.r、/、ノ、J¥J、JヘJ、Jヘ..r、J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

住所

野田2丁目

西岡

見奈良

午 itll

田 窪

志津川

野田3丁目

南野田

樋口

出生児 保護者 生年月日

森田ひ寛ろ也や 歳也 11・2

漬本拓たく海み ，忠 11・7

菅能呆基 イ言浩 11・13
宮本信ゅう弥や 日召一 11・14

宮崎里り穂ほ、 賢二 11・14
横手み裕ちた剛か 正剛 11・19
近藤佑ゅう樹き 弘士"こρ 11・25

宮崎大輝 政男 11・27
可部雄ゅうだ大い 吉雄 12・1

住所 氏名 年令 死亡日

田 窪 杉本勉 79 11・8
上林 森サワヨ 99 11・11
西岡 花山常雄 73 11・12

樋 口 和田良子 47 11・14
北野田 束 肇 62 11・14
北野田 井門スヱ子 84 11・14

北野田 相原勉 83 11・16

横河原 岡本吉雄 85 11 . 18 

上林 森和雄 93 11・19
見奈良 土屋弘美 36 11・19
志津川 宮岡良雄 68 11・21
上林 森フジヱ 81 11・23
下林 井本安則 49 11・23

布E 口 芥川ハルヨ 95 11・28
田 窪 今村寛一 77 11・29

山之内 立花ツヤ子 77 12・1

西 岡 熊友三郎 85 12・6

田 窪 森川豊彦 90 12・7

燃やさないごみ(ペットボトル、その他)(横河原区 1 1燃やさないごみ(空き缶・金属類、びん・ガラス類)(全地区)

ごみ(横河原区 1-，_，1燃やさないごみ(ぺットボトル、その他)(横河原区)
一一---一一一-17(日)ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

国立療養所愛媛病院重信町横河原盤964-2411l''-'1粗大ごみ(横河原区)
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